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苫
小
牧
に
港
湾
を
建
設
す
る
構
想
は
、

一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
の
林
千
秋
氏

に
よ
る
「
勇
払
築
港
論
」
に
始
ま
る
が
、

太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
よ
り
新
港
建
設
の

構
想
は
中
断
し
た
。
一
九
五
〇
年
（
昭
和

二
五
）
五
月
に
北
海
道
開
発
法
が
公
布
さ

れ
、六
月
に
北
海
道
開
発
庁
が
発
足
し
た
。

五
一
年
七
月
に
北
海
道
開
発
局
が
設
置
さ

れ
る
と
共
に
、
第
一
期
北
海
道
総
合
開
発

計
画
第
一
次
五
カ
年
計
画
（
昭
和
二
七
〜

三
一
年
度
）
が
策
定
さ
れ
、
苫
小
牧
港
の

建
設
が
重
要
施
策
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

「
商
業
港
に
つ
い
て
は
�
苫
小
牧
の
工

業
港
造
成
計
画
�な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の

計
画
は
外
港
の
築
造
と
工
業
都
市
の
た
め

の
内
港
を
造
る
部
分
と
に
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
計
画
の
必
然
性
自
身
が
問
題
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
認
め
る
と
し
て
も
現
在
速
度

で
は
、
外
港
に
あ
と
十
八
カ
年
を
要
し
、

内
港
に
至
っ
て
は
あ
と
百
数
十
年
を
要
す

る
。
そ
う
い
う
国
費
の
投
資
が
平
気
で
行

わ
れ
て
い
る
点
が
誠
に
不
思
議
で
あ
る
。」

著
者
の
知
名
度
、
文
章
の
う
ま
さ
と
、

雑
誌
の
発
行
部
数
か
ら
し
て
こ
の
論
説
は

関
係
者
に
痛
烈
な
衝
撃
を
与
え
た
。
国
会

で
も
野
党
議
員
と
政
府
委
員
と
の
間
で
激

し
い
応
酬
が
展
開
さ
れ
、
国
民
経
済
研
究

会
や
日
本
学
術
振
興
会
ま
で
が
北
海
道
開

発
の
進
め
方
に
批
判
の
声
を
あ
げ
た
。

「
内
港
に
至
っ
て
は
あ
と
百
数
十
年
を

要
す
る
」
と
批
判
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
四
月
に

重
要
港
湾
の
指
定
を
受
け
、
東
埠
頭
石
炭

岸
壁
の
完
成
に
よ
り
第
一
船
が
入
港
し

た
。
商
港
区
に
お
け
る
公
共
岸
壁
は
一
九

七
三
年
（
昭
和
四
八
）
ま
で
に
東
、
西
、

南
、
北
埠
頭
の
一
七
バ
ー
ス
が
完
成
し
、

工
業
港
区
中
央
南
埠
頭
三
バ
ー
ス
、
中
央

北
埠
頭
四
バ
ー
ス
、
勇
払
埠
頭
五
バ
ー
ス

が
七
六
年
ま
で
に
概
成
し
た
。
一
九
八
一

年
（
昭
和
五
六
）
五
月
、
特
定
重
要
港
湾

に
昇
格
し
、
五
七
年
に
堀
込
水
路
延
長
約

五
二
年
、
わ
が
国
最
初
の
堀
込
式
工
業
港

湾
計
画
が
立
案
さ
れ
、
以
後
こ
の
計
画
を

基
本
に
重
点
的
、
継
続
的
に
工
事
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。

苫
小
牧
港
の
建
設
は
、
北
海
道
開
発
の

希
望
の
火
と
し
て
高
く
掲
げ
ら
れ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
疑
問
を
唱
え
た
の

が
人
工
雪
の
研
究
で
名
高
い
中
谷
宇
吉
郎

北
大
教
授
で
あ
っ
た
。
中
谷
教
授
は
一
九

五
七
年
（
昭
和
三
二
）
の
『
文
藝
春
秋
』

四
月
号
に
、「
北
海
道
開
発
に
消
え
た
八

百
億
円
、
わ
れ
ら
の
税
金
を
ド
ブ
に
す
て

た
事
業
の
全
ぼ
う
」
と
題
す
る
論
説
を
発

表
し
、
そ
の
中
で
苫
小
牧
港
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
述
し
た
。

佐藤　馨一
（北海道大学大学院教授）
Text : Sato Keiichi

「
ド
ブ
に
捨
て
た

八
〇
〇
億
円
」
論
争

北
海
道
開
発
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
な
論
争
が
時
の
政
策
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
。
二
十
世
紀
の
最
後
に
開
発
史
の
背
景
を
振
り
返
り
、

今
後
の
開
発
を
問
う
。

交
流
性
豊
か
な
北
海
道
に
向
け
て

交
流
性
豊
か
な
北
海
道
に
向
け
て

―
三
つ
の
論
争
の
行
方
か
ら

―

―
三
つ
の
論
争
の
行
方
か
ら

―

視点論点�
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一
〇
�
の
苫
小
牧
西
港
が
完
成
し
た

（
写
真
）。

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）
六
月
、
苫

小
牧
港
管
理
組
合
は
特
定
重
要
港
湾
二
一

港
の
一
九
九
九
年
貨
物
取
扱
量
を
ま
と

め
、
苫
小
牧
港
が
前
年
比
四
・
四
％
増
の

八
三
四
〇
万
ト
ン
と
な
り
神
戸
港
を
抜

き
、
全
国
八
位
に
な
っ
た
こ
と
を
発
表
し

た
。
さ
ら
に
内
航
貨
物
は
同
五
・
八
％
増

の
六
四
六
一
万
ト
ン
で
、
千
葉
港
に
次
い

で
全
国
二
位
に
躍
進
し
た
こ
と
も
報
告
し

て
い
る
。
こ
れ
は
高
速
フ
ェ
リ
ー
の
就
航

や
新
規
航
路
の
開
設
に
よ
り
、
需
要
が
大

幅
に
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
。

苫
小
牧
港
は
今
日
、
北
海
道
開
発
の

「
希
望
の
火
」
と
し
て
燦
然
と
輝
い
て
お

り
、
北
海
道
の
産
業
振
興
に
果
た
し
た
役

割
は
当
初
計
画
を
は
る
か
に
凌
駕
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
二
〇
〇
〇
年
（
平
成

一
二
）
三
月
に
、
開
業
一
二
周
年
を
迎
え

た
。
開
業
初
年
度
の
一
九
八
八
年
（
昭
和

六
三
）
に
三
〇
六
万
人
を
数
え
た
旅
客
数

も
、
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
）
に
は
一

五
〇
万
人
を
割
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
保
守
点
検
費
や
電
気
代

な
ど
の
コ
ス
ト
は
年
間
一
〇
億
円
か
か
っ

て
い
る
。
そ
の
上
、
今
後
の
改
修
費
は
一

一
〇
〇
億
円
を
越
す
と
見
積
も
ら
れ
て
お

て
お
り
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
在
来
線
列
車

を
走
ら
せ
て
も
旅
客
増
は
期
待
で
き
な

い
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
だ
け
は
完
成

さ
せ
、
新
幹
線
が
開
業
す
る
ま
で
フ
タ
を

し
、
維
持
費
の
節
約
を
図
る
べ
き
だ
」
と

主
張
し
た
。
工
事
を
担
当
し
た
鉄
道
建
設

公
団
の
あ
る
幹
部
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の

活
用
法
を
聞
か
れ
、「
男
の
ロ
マ
ン
で
す
」

と
答
え
て
失
笑
を
か
っ
た
。
大
蔵
省
の
主

計
官
は
、「
万
里
の
長
城
、
戦
艦
大
和
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
世
界
の
三
大
バ
カ
査
定

で
あ
る
」
と
ま
で
放
言
し
た
（
後
に
こ
の

主
計
官
は
過
剰
接
待
問
題
で
失
脚
し
た
）。

青
函
ト
ン
ネ
ル
へ
の
取
付
線
で
あ
る
津

軽
海
峡
線
が
単
線
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
、

曲
線
部
改
良
も
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
内
を
走
行
す
る
電
気
機
関
車

が
中
古
品
を
改
良
し
た
も
の
で
お
茶
を
濁

さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
、「
青
函
ト
ン
ネ
ル

不
要
論
」
に
端
を
発
し
て
い
る
。
旅
客
の

推
移
の
み
を
見
る
と
角
本
氏
の
指
摘
は
当

た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
青
函
ト
ン
ネ

ル
不
要
論
」
の
決
定
的
な
誤
り
は
、「
物

流
」の
評
価
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
開
業
に
よ
っ
て
鉄
道

貨
物
の
優
位
性
が
高
ま
り
、
輸
送
量
は
大

幅
に
増
加
し
た
。
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）

に
は
前
年
比
を
一
〇
〇
万
ト
ン
も
上
回
る

五
〇
〇
万
ト
ン
を
越
し
、
一
九
九
六
年

り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
と
っ
て
重
い
足
か
せ

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
構
想
は
戦
前
か
ら
あ

っ
た
が
具
体
化
せ
ず
、
空
襲
に
よ
っ
て
青

函
連
絡
船
に
大
被
害
が
出
た
後
の
一
九
四

六
年
（
昭
和
二
一
）
に
、
初
め
て
地
質
調

査
が
行
わ
れ
た
。
五
三
年
八
月
、
鉄
道
敷

設
法
予
定
線
に
組
み
込
ま
れ
、
津
軽
海
峡

の
水
深
調
査
が
始
め
ら
れ
た
。
一
九
六
四

年
（
昭
和
二
九
）
九
月
、
洞
爺
丸
事
件
が

起
き
、
一
四
三
〇
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に

よ
り
、
建
設
計
画
が
具
体
化
し
た
。
一
九

六
四
年
五
月
、
北
海
道
側
で
斜
坑
掘
削
が

開
始
さ
れ
、
一
九
六
七
年
三
月
、
先
進
導

坑
の
掘
削
が
始
ま
っ
た
。
一
九
七
一
年

（
昭
和
四
六
）
一
一
月
、
新
幹
線
断
面
の

本
工
事
起
工
式
が
北
海
道
側
で
行
わ
れ

た
。
七
六
年
五
月
に
異
常
出
水
が
あ
り
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
水
没
の
危
機
に
瀕
し
た

が
、
工
事
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
克
服

し
、
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
）
一
月
、

つ
い
に
先
進
導
坑
が
貫
通
し
た
。

先
進
導
坑
の
貫
通
は
青
函
ト
ン
ネ
ル
本

坑
の
完
成
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
無
視
し
た「
青
函
ト
ン
ネ
ル
不
要
論
」

が
に
わ
か
に
現
れ
た
。
そ
の
先
鋒
を
つ
と

め
た
の
が
交
通
評
論
家
の
角
本
良
平
氏
で

あ
っ
た
。
角
本
氏
は
、「
北
海
道
〜
本
州

間
の
旅
客
交
通
の
主
力
は
航
空
機
に
移
っ

「
青
函
ト
ン
ネ
ル
の

フ
タ
閉
め
」
論
争
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（
平
成
八
）
に
は
開
業
後

最
高
の
五
六
九
万
ト
ン
に

達
し
た
。
し
か
し
そ
の
後

は
、
フ
ェ
リ
ー
の
高
速
化

や
津
軽
海
峡
線
の
単
線
に

起
因
す
る
線
路
容
量
の
限

界
の
た
め
に
横
這
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。

筆
者
ら
は
青
函
ト
ン
ネ

ル
の
費
用
便
益
分
析
を
行

い
、
表
１
の
便
益
帰
着
構

成
表
を
作
成
し
た
。（
前

田
友
章
、
岸
邦
宏
、
佐
藤

馨
一：

青
函
ト
ン
ネ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
便
益

分
析
、
土
木
学
会
北
海
道

支
部
論
文
報
告
集
、
二
〇

〇
〇
年
二
月
）

こ
の
表
に
よ
る
と
青
函

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
費
は
本

体
部
分
が
七
四
五
五
億

円
、
本
州
側
取
付
部
八
〇

六
億
円
、
北
海
道
側
取
付

部
七
三
八
億
円
の
計
八
九

九
九
億
円
で
あ
り
、
利
率

四
％
で
開
業
時
の
一
九
八

五
年
（
昭
和
六
三
）
価
格

に
換
算
す
る
と
一
兆
七
三

六
億
円
と
な
る
。
さ
ら
に

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
走
行
す
る
列
車
の
運
行

経
費
は
三
六
九
〇
億
円
と
な
り
、
残
存
資

産
価
値
九
八
億
円
を
引
く
と
総
費
用
は
一

兆
四
三
二
九
億
円
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
便
益
は
、
支
出
す
る
必

要
の
無
く
な
っ
た
連
絡
船
の
運
航
費
、
Ｊ

Ｒ
の
運
賃
収
入
、
旅
客
お
よ
び
荷
主
の
時

間
短
縮
効
果
、
安
定
性
効
果
等
が
あ
る
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
青
函
連
絡
船
の
輸
送
量
が
一
九
八
八

年
（
昭
和
六
三
）
の
ま
ま
五
〇
年
間
推
移

す
る
と
仮
定
し
た
と
き
、
連
絡
船
の
運
営

費
は
一
兆
二
六
八
七
億
円
に
な
る
（
年
平

均
額
二
五
四
億
円
）。
青
函
ト
ン
ネ
ル
開

業
に
よ
る
運
賃
増
収
額
は
旅
客
が
二
〇
七

億
円
、
貨
物
が
四
五
九
三
億
円
、
時
間
短

縮
効
果
は
旅
客
が
三
一
二
〇
億
円
、
貨
物

が
五
七
一
八
億
円
、
悪
天
候
等
に
よ
る
欠

航
の
解
消
さ
れ
た
効
果
は
旅
客
が
二
五
五

億
円
、
貨
物
が
一
三
六
五
億
円
と
見
積
も

ら
れ
た
。
こ
の
他
に
環
境
効
果
と
し
て
騒

音
分
が
一
五
億
円
、
地
球
温
暖
化
分
が
三

〇
億
円
と
な
り
、
総
便
益
は
二
兆
七
九
七

〇
億
円
と
な
っ
た
。
こ
の
総
便
益
を
総
費

用
で
割
っ
た
費
用
便
益
比
は
一
・
九
五
と

な
り
、
総
便
益
か
ら
総
費
用
を
引
い
た
純

便
益
は
一
兆
三
六
四
二
億
円
に
達
し
た
。

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
北
海
道
の
物
流
体
系

を
一
変
さ
せ
、
交
流
性
豊
か
な
地
域
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
さ
ら
に
新

幹
線
が
開
業
さ
れ
る
と
青
函
ト
ン
ネ
ル
の

建
設
効
果
は
高
ま
り
、
極
め
て
優
れ
た
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証

す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
角
本
氏

は
今
な
お
、「
洞
爺
丸
事
件
当
時
の
五
四

年
に
欲
し
か
っ
た
道
具
を
、
八
八
年
に
提

供
し
た
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
は
当
然

だ
。
無
駄
な
赤
字
が
増
え
る
な
ら
今
か
ら

で
も
ト
ン
ネ
ル
に
ふ
た
を
し
た
ほ
う
が
よ

い
」、
と
語
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
〇
年
八

月
二
〇
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
）。

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
当
初
、
在
来
線
規
格

で
計
画
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
全
国
新
幹

線
網
計
画
に
お
い
て
北
海
道
新
幹
線
が
採

択
さ
れ
る
と
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
規
格
は

新
幹
線
対
応
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴

い
ト
ン
ネ
ル
延
長
が
伸
び
、
断
面
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
工
事
費
が
嵩
み
、
工

事
期
間
が
長
く
な
っ
た
。
青
函
ト
ン
ネ
ル

の
第
一
の
不
運
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
北
海
道
の
関
係
者
が
「
青
函
ト
ン
ネ

ル
に
新
幹
線
を
」
と
主
張
す
る
論
拠
も
こ

の
点
に
あ
る
。

「
北
海
道
新
幹
線
は
必
要
な
い
」
と
最

初
に
明
言
し
た
の
は
、
元
大
蔵
事
務
次
官

合計世界国･自治体沿線住民土地所有者土地利用者地域経済ＪＲ利用者ＪＲ
（－ 7,455.5）青函トンネル本体

建設費
（ー 806.4）本州側取付部
（ー 738.3）北海道側取付部

－ 10,736.2ー 10,736.263 年３月時建設資金
98.398.3期間終了時資産価値

12,687.912,687.9連絡船運営費
－ 3,690.6ー 3,690.6鉄道線運営費

207.2ー 119.8327.0運賃収入・移動費用変化（旅客）
4,592.8444.54,148.3運賃収入・輸送費用変化（貨物）

（1,208.4）エネルギー削減効果環境
0＋○－○地代の上昇
0－ 722.8722.8出資金
0－ 586.4586.4補助金
0－ 243.9243.9補給金
067.8－○ー 67.8諸税

3,120.93,120.9時間短縮効果（旅客）

利用者便益
5,717.85,717.8時間短縮効果（貨物）
254.5254.5安定性の向上（旅客）
1,364.91,364.9安定性の向上（貨物）

＋○安全性の向上
－ 5.3－ 5.3騒音

環境
29.729.7地球温暖化

13,641.929.7－ 1,485.4－ 5.310,782.94,320.0合　計

（単位：億円）表１青函トンネルの費用便益帰着表

「
北
海
道
新
幹
線
・

お
猿
の
電
車
」
論
争
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北
海
道
の
こ
れ
ま
で
の
開
発
は
、
産
業

基
盤
の
育
成
と
交
通
基
盤
の
整
備
に
重
点

が
置
か
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
交
通
基
盤

整
備
は
人
口
の
少
な
さ
や
産
業
活
動
が
弱

体
の
た
め
に
発
生
交
通
量
が
伸
び
悩
み
、

事
業
効
果
に
つ
い
て
多
く
の
批
判
が
浴
び

せ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
の
中
に

は
正
鵠
を
射
た
も
の
も
あ
る
が
、「
為
に

す
る
」
議
論
も
多
か
っ
た
。
北
海
道
開
発

に
従
事
し
た
多
く
の
関
係
者
は
悔
し
さ
を

隠
し
、
明
日
を
信
じ
て
仕
事
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
一
人
で
あ
る
篠
田
弘
作
氏(

元

自
治
大
臣)

は
、
苫
小
牧
港
開
発
の
火
を

消
そ
う
と
し
た
中
谷
教
授
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
（
木

野
工：

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
苫
小
牧
港
、
講
談

社
、
一
九
七
三
年
）。

「
中
谷
博
士
が
世
界
的
に
す
ぐ
れ
た
学

者
だ
と
い
う
こ
と
は
百
も
承
知
だ
っ
た
。

名
文
の
随
筆
も
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
た
。

世
の
中
に
は
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
凄
い

奴
が
い
る
も
の
だ
と
尊
敬
も
し
て
い
た
。

し
か
し
、
あ
の
『
中
谷
論
文
』
を
見
て
、

僕
の
評
価
は
一
変
し
た
ね
。
素
人
が
余
計

な
口
出
し
を
し
て
大
衆
を
惑
わ
す
も
の
だ

と
、
カ
ッ
き
た
。
今
に
見
て
い
ろ
と
思
っ

た
。
こ
の
港
を
立
派
に
仕
上
げ
て
目
に
も

の
見
せ
て
く
れ
る
ぞ
、『
な
に
く
そ
っ
』、

と
勇
気
を
振
い
立
た
せ
た
ね
」
ち
な
み
に

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
）
に
刊
行
さ
れ

た
「
中
谷
宇
吉
郎
随
筆
選
集
（
全
三
巻
）、

朝
日
新
聞
社
」
に
、
こ
の
論
説
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。

「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
を
執
筆
中
の
塩

野
七
生
氏
は
、
ロ
ー
マ
皇
帝
の
二
大
責
務

が
「
安
全
と
食
の
保
証
に
あ
っ
た
」
と
述

べ
て
い
る
（
ロ
ー
マ
人
の
物
語
Ⅷ
、
新
潮

社
、
一
九
九
九
年
九
月
）。
広
大
な
ロ
ー

マ
帝
国
を
三
〇
万
人
程
度
の
兵
力
で
守
れ

た
の
は
、
大
勢
の
兵
士
や
重
い
兵
器
の
敏

速
な
移
動
を
可
能
に
し
た
ロ
ー
マ
式
街
道

と
港
湾
が
完
備
し
て
い
た
か
ら
だ
、
と
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
交
通
網
は
平
常
時
に

無
料
で
国
民
に
開
放
さ
れ
、
産
業
や
文
化

の
発
展
に
計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
し
た
。

ロ
ー
マ
帝
国
で
は
交
通
網
の
整
備
と
水
道

網
の
完
備
を
主
要
な
国
家
事
業
と
し
、
医

療
や
教
育
は
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
で

「
小
さ
な
政
府
」
を
実
現
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
北
海
道
開
発
は
ロ
ー
マ
帝

国
と
同
様
に
「
食
料
生
産
の
基
盤
づ
く
り

と
交
流
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
」
を
目
標

に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
プ
ロ
セ
ス
が

「
国
づ
く
り
の
王
道
」
で
あ
る
こ
と
を
歴

史
が
教
え
て
い
る
。

で
国
鉄
総
裁
を
務
め
た
高
木
文
雄
氏
で
あ

る
。
高
木
氏
は
、「
北
海
道
新
幹
線
は
お

猿
の
電
車
で
あ
る
。
一
度
は
乗
っ
て
み
る

が
、
二
度
と
乗
る
人
は
い
な
い
」
と
発
言

し
た
。
当
時
、
新
幹
線
の
最
高
速
度
は
二

四
〇
�
／
ｈ
で
あ
り
、
札
幌
〜
東
京
間
の

所
要
時
間
は
六
時
間
を
超
す
と
想
定
さ
れ

て
い
た
。
航
空
機
の
場
合
、
ア
ク
セ
ス
、

イ
グ
レ
ス
時
間
を
入
れ
て
も
三
時
間
二
一

分
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
時
間
差
が

あ
れ
ば
航
空
機
か
ら
新
幹
線
へ
の
転
換
は

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。
高
木
氏
は
、

「
航
空
機
に
利
す
る
」
と
放
置
さ
れ
て
い

た
千
歳
空
港
駅
（
現
南
千
歳
駅
）
の
建
設

を
強
く
指
示
し
た
。

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
四
月
、
日

本
国
有
鉄
道
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、
新

幹
線
保
有
機
構
が
設
立
さ
れ
た
。そ
の
後
、

既
存
新
幹
線
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
海
、
西

日
本
に
譲
渡
さ
れ
、
各
会
社
は
新
幹
線
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を
注
い
だ
。
現
在
、

最
高
速
度
三
〇
〇
�
／
ｈ
の
「
の
ぞ
み
」

が
山
陽
新
幹
線
を
走
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

最
高
速
度
三
五
〇
�
／
ｈ
の
「
ス
タ
ー
２

１
」
を
開
発
し
て
い
る
。
北
海
道
新
幹
線

は
時
速
三
〇
〇
�
／
ｈ
の
列
車
を
想
定
し

て
お
り
、
東
京
〜
大
宮
間
の
速
度
制
限
、

仙
台
、
盛
岡
駅
付
近
の
速
度
制
限
、
青
函

ト
ン
ネ
ル
内
の
走
行
速
度
等
を
考
慮
し
て

も
、
札
幌
〜
東
京
間
の
所
要
時
間
は
四
時

間
一
〇
分
と
な
る
。

図
１
は
運
輸
省
の
統
計
値
を
も
と
に
、

新
幹
線
の
選
択
率
を
新
幹
線
と
航
空
機
の

所
用
時
間
差
で
回
帰
し
た
も
の
で
あ
る

（
相
関
比
＝
０
・
９
３
）。
こ
の
図
に
よ
る

と
航
空
機
と
の
時
間
差
が
四
九
分
の
場

合
、
新
幹
線
の
選
択
率
は
四
九
・
三
％
に

な
る
。
こ
の
選
択
率
は
北
海
道
新
幹
線
が

「
お
猿
の
電
車
」
に
な
ら
な
い
こ
と
を
示

し
、
北
海
道
〜
本
州
間
の
基
幹
交
通
シ
ス

テ
ム
に
な
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
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図１　新幹線選択率

交
流
性
豊
か
な

北
海
道
を
実
現
す
る
た
め
に
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